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【目的】我国は超高齢社会に突入し，認知症を有する患者数は年々増加傾向にあり，認知
症性疾患に対する医療費の増加も顕著である．その一方で，運動による認知機能維持また
は低下遅延の効果が多く報告されており，その効果には BDNF(Brain-Derived Neurotrophic 
Factor：脳由来神経栄養因子)が関与している可能性がある．BDNF は，海馬や大脳皮質で
高い発現を示し，神経細胞の分化，成熟，生存の維持を促進する．BDNF には，シナプスの
長期増強，記憶・学習の促進などの作用があり，脳内 BDNF 発現量の低下がアルツハイマー
病の発病と関連している．BDNF は，運動によって中枢神経系での神経活動が引き金となっ
て，神経細胞から分泌が増加し，血液 -脳関門を通過して末梢血液中でも増加することが知
られている．認知機能に対する運動介入の主な対象者となる高齢者において，BDNF が入院
期間中の認知機能の変化に影響しているのかを明らかにすることは，認知症の予防に対す
る運動処方の根拠を提示する上で重要であると考えられる．そこで本研究では，整形外科
疾患入院患者を対象に，入院中の認知機能変化に BDNF が及ぼす影響を明らかにすることを
目的とした． 
【方法】十全記念病院の回復期病棟に入院した整形疾患患者を対象とした．研究参加の同
意が得られた患者に対して，入院時・退院時に各種評価項目（MMSE；全般的認知機能評価，
CDR；臨床認知症評価表，GDS；老年期うつ病評価尺度）の測定を行った．また入院時に採
血を実施し，安静時血清 BDNF を測定した．BDNF 解析は専門検査機関に委託し，ELISA（酵
素結合免疫吸着法）を用いて行った．以上の結果から，入院時の BDNF が入院期間中の認知
機能変化に及ぼす影響を検討した．正規性の検定には Shapiro-wilk 検定を用いた．各測定
項目の入院時・退院時の差の検討には対応のある t 検定を用いた．各測定項目間の相関関
係の解析にはピアソンの積率相関係数を用いた．危険率 5％未満を有意水準とした．  
【結果】対象は 15 名（男性 6 名，女性 9 名；年齢 79±13 歳；身長 154.4±9.3cm；体重 48.8
±12.5kg；BMI 20.3±3.6）であった．入院時と退院時の MMSE・CDR・GDS の評価結果の間
には、有意な差は認められなかった．入院時 BDNF と入院時 MMSE・CDR・GDS，退院時 MMSE・
CDR・GDS，⊿MMSE・CDR（退院時値-入院時値）との間には有意な相関関係は認められなかっ
た．入院時 BDNF と⊿GDS（退院時値 -入院時値）の間に有意な相関関係（r=.615, p<.05）
が認められた． 
【考察】本研究の結果から，入院時の血清 BDNF は入院中の認知機能の変化には影響しない
ことが示された．一方で，入院時の血清 BDNF が多い程，入院中のうつ状態が改善しやすい
ことが示唆された．うつ病の既往があると，アルツハイマー病の発症リスクは 1.71 倍にな
るとの報告もあり，うつ状態と認知症と間には密接な関連があると考えられている．よっ
て，うつ状態の予防・改善は認知症予防の観点からも意義があると考えられる． 
【結論】本研究の結果から，血清 BDNF が多いことは，入院に伴ううつ状態の改善に寄与し，
間接的に認知症の発症予防に寄与することが示唆された． 
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